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1． はじめに
近年の障害者福祉制度は、平成１５年に措置制度から利用契約制度である支援費制度へ、平成１８年には障害者自立支援法へ、そして平成２５年度には障害者総合支援法へと目まぐるしく変化してきました。

また平成２５年度には、その延長線上に国際連合の障害者権利条約の批准を見据えたと思われる障害者差別解消法(通称)が成立しました。

この間の制度の変遷の流れは、施設から出て地域で暮らす「脱施設化」や就労機会や社会参加の機会の拡大が図られるなどゆっくりではありますが、着実に障害者福祉の充実への取り組みが進めてこられたように思います。

特に、相談支援専門員の設置と障害福祉サービス等の利用計画の策定が必須となるよう制度の変更がなされたことは、一人ひとりの障害者の生活をどう支援していくかという点で画期的だと思われます。
さて、２５年度の本法人の事業運営については、各サービスについて引き続き一人ひとりの個性・自主性を尊重し、その人らしく自立した生活を送れるよう支援し、地域の社会資源としての機能を高めるため、積極的に地域活動に参加するとともに、保護者会との連携・交流に努めました。

昨年４月に事業を開始した共同生活介護・短期入所「楓の郷」は事業内容・経営状況ともにおおむね順調にスタートすることが出来ました。
２．利用者の状況(各月末)

	月
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	利用者数
	５１
	５１
	５２
	５１
	５１
	５０
	５０
	５０
	５０
	５０
	５１
	５３


３．生活支援、
　　利用者及び保護者のニーズにより的確に応えるため、個別支援計画を基本とし、一人ひとりの利用者に対して個別性を持った支援を目指しました。
　　日常的には挨拶、手洗い、掃除、整理整頓、食後の口腔ケアなど基本的な生活習慣の確立に努めると共に、食事、排泄、更衣の支援を行い、希望者には入浴介助を行うなど、利用者にとって負荷が少ない介助を目指しました。

　　また、家族や他機関と連携を図り、日中活動の中に散歩、プールでの水泳、体育館を利用してのウォーキング、足浴やバランスボールなどの軽運動を行い普段の運動不足の解消を図りました。
楽しい生活を送るため、軽作業、園芸、創作活動、ゲーム・カラオケなどを行い、協調性・根気強さ・判断力・意欲などを引き出し育成するよう努めました。
　　地域において、生活する上で課題のある利用者に対しては、関係機関によりケア会議等を行うなど多くの社会資源の中で、より安定した生活に結びつくような支援を行いました。
４．作業支援
①　アンダーテイク
○作業内容
車の部品の組立など　　　　　　　　　　　（三友興業）

車の部品の組立など　　　　　　　　　　　（辰栄製作所）
割り箸・ふろしきの袋入れ　　　　　　　　（クマモト)

人権リボン作り　　　　　　　　　　　　　（庄原市）
ダスキン　　　　　　　　　　　　　　　　（ダスキン林サービス）
コルゲート　　　　　　　　　　　　　　 　(富士電子産業)
○作業状況

・ 自動車の部品関係の作業は、前年より増加しました。

・ 箸入れ・風呂敷の袋入れの受注状況は不安定な状況が続いております。
· ダスキンは、定期的な業務であり、お客様との接し方など利用者が自分の役
割を自覚できるよう努めました。
2 手作り工房夢舎夢舎とパン屋kokoro

○作業内容
　☆手作り工房夢舎夢舎

どら焼・パウンドケーキ・ビスケット・クッキーの製造販売
　☆パン屋kokoro

パン製造販売

○作業状況

庄原市役所、総領の「道の駅」、市内保育所（５か所）、西城保育所、庄原総合サービス(保育所３か所)、グリーンウィンズさとやま(備北丘陵公園)、エムランド、(株)敷信村農吉（保育所２か所）、Ａコープ庄原、Ａコープ三次、トーエイ（東城町）、三次看護学校、三次病院、西城しあわせ館、総領の社協、各種イベントで卸売り・販売をしました。
なお、庄原格致高校売店（２６年２月）、学校給食（２５年９月）、農林振興公社（２６年３月）の販売はそれぞれ終了しました。

新規取引先として、２５年６月から道の駅「たかの」と取引を開始しました。
　　　　　　また、新製品・ギフト商品の開発や現商品の改良など引き続き販売増に努めました。

利用者の作業については、服装・健康管理・手洗いなどの衛生管理を徹底し、マニュアルやレシピを活用し、より作業効率が上がるよう努めました。

　　　　　 なお、食材の買い物や食品の納品には担当部門だけでなく、施設全体で協
力して行いました。

3 印刷
○作業内容

名刺印刷（点字有り、点字無し）、はがき（挨拶状、年賀状、喪中はがき等）、
学校関係（封筒、学校案内など）、その他（チラシなど）

○作業状況

作業のほとんどは職員がやっている状況が続いておりますが、名刺の点字入れなど一部は利用者が関われるようになってきています。
製作については印刷機の能力の問題もあり、一部外注しました。
納品やセールスは利用者と職員が一緒に行い、お客様との交流も積極的に行いました。
4 就労支援

○作業内容

　清掃作業　　　　　　　　　　　　（愛生苑・ヒロアイビル）

○作業状況

　　　　・愛生苑は７名の利用者がローテーションを組み、毎日2名体制で午前中
清掃をしました。掃除のやり方は職員が同行し点検しています。
・ヒロアイビルでは2名の利用者が階段や通路・外まわりの拭き掃除をし
ております。
・現在作業を行っている利用者のほかに、作業できる利用者を養成し、工

賃アップにつなげました。
· ポケットパークの清掃を月に一週間行いました。ただしこの作業は新年
度からシルバー人材センターが行うことになり、今年度で終了します。
5 ベジタブル
· 作業においては、安全を第一に考え、利用者の作業内容が増えるよう努め
ると共に、協調性、責任感、意欲等の育成に努めました。

· 年間を通して植え付けと収穫の時期を見通しながら畑を有効に利用するよ

う努めました。

· 作物の選定については、かわせみの家の給食材料に提供することを中心に

行いました。
6 アルミ缶

庄原市街のポケットパーク、社会福祉協議会総領地域センター等を中心に、
施設の近隣の皆さん、役員・職員の協力を得て収集を行いました。
作業は、汚れている缶は洗い、つぶして袋詰めを行って出荷しています。

５．地域生活支援

　①　日中一時支援

この事業は、障害者を介護している家族の介護負担の軽減等を目的としており、生活介護等の通所サービス事業がない土曜日を中心に野外活動、レクリェーション、創作活動、音楽活動を行いました。

通常の障害福祉サービスを含め、毎回２０人程度の参加があり、順調に推移しております。
　②　移動支援
単独では買い物や通院が難しい利用者に対して、安心して買い物や通院が出来るよう支援を行いました。

６．居宅介護、重度訪問介護
単身生活者、高齢の保護者との二人暮らしや身体障害の利用者に、調理、掃除、整理整頓などの家事援助及び食事、排泄、衣類の着脱、入浴などの身体介護を行いました。

　体制については、職員が介護福祉士資格を取得するなど、強化しつつありま

す。

7．相談支援
サービス等利用計画については、平成２７年４月からは障害福祉サービス等

のすべての支給決定に先立ち作成することとされており、それまでの間は段階

的に対象を拡大することとされております。
　平成２５年度においては、新たにかわせみの家のサービスを利用する障害者

を含め、利用者全体のおおむね６０％の計画を策定し、定期的にモニタリング

を行いました。その中でも、複数の事業所の障害福祉サービスを利用している
障害者については、本人・家族のニーズに沿ったサービスが出来るようサービ

ス支給量の変更について支援しました。

　また、本人を含め多方面の課題のある世帯の支援については、他の機関と連

携し、ケア会議を行い本人やその世帯が自己決定できるよう支援しました。

　
８．共同生活介護・短期入所

この事業は保護者からの要望もあり、親亡き後の障害者の生活支援のため、今年度から開始しました。

　　　　　共同生活介護は規則による束縛がないように、なるべく自宅での生活に近づけるよう、利用者の自主性を尊重し支援を行いました。

　　　　　短期入所は保護者の仕事やその他の都合により、柔軟にニーズに対応できるよう努めました。

　　　　　今後の課題として、重度の利用者に対応できる夜勤体制や介護技術の向上があげられます。

9．健康管理

· 利用者全員の体重、血圧、脈拍のチェックを毎月１回行い、またそれを記録
し、課題の把握につとめました。

· 特に必要と認められる利用者については、バイタルチェック（血圧、体温、
脈拍）を毎日行い健康管理に努めました。

· 連絡帳により、血圧、体温、脈拍、水分摂取、摂食、排便・排尿などの状況
を保護者に知らせるよう努めました。

· 健康診断は年２回西城病院で行いました。

· 必要と認められる利用者には、歩行訓練、手足の拘縮の改善のため、伸縮・
マッサージ・足浴などを行いました。

· 体調不良を訴える利用者や顔色等で異常の疑いのある利用者に対してはその
都度、体温、血圧、脈拍を測り、状態によっては家族へ連絡しました。
· また緊急を要する場合は、医療機関への受診も行いました。
· インフルエンザが流行する時期には、手洗い・うがいやマスクを着用するよ

う働きかけるとともに、バイタルチェックの対象者を拡げました。
また、感染予防ため施設内のドアノブ等のアルコール消毒を毎日行いました。
· 通所後、施設内で発熱等がある場合は、保護者に連絡し、受診していただき
ました。また、胃腸炎で感染の可能性のある場合は完治するまで休んでいた
だきました。今年度はインフルエンザＢ型に利用者一人罹患しました。

· 服薬に関して、本人及び保護者での管理が難しい利用者に対しては、施設内
で管理を行い、飲み忘れがないように一週間分の薬に日付を記入して手渡す
などの支援を行いました。
10．給食

たんぱく質、脂質は1日あたり摂取量の１/３、カルシウム、鉄、ビタミンＣ
は１/２を目標量とし、給食を行いました。

　また、次のことを目標とし、一年を通じて、実施しました。
· 新しいメニューを積極的に取り入れ、利用者に給食を楽しみにしてもら

えるよう努めました。
　　　・旬の食材を利用し、季節を感じてもらえるよう努めました。

· 給食全体の温度に注意し、温かいものは温かく食べてもらえるよう努めま
した。

· 温度管理や衛生管理を徹底し、一年を通じて食中毒予防に努めました。

· 新鮮なベジタブル班の野菜や市内産の米を使用し、地産地消に努めまし
た。
· 利用者の状況に応じて、代替食や盛り付け方を工夫し完食してもらえるよ

う努めました。

· 毎月１回利用者・職員・栄養士で給食会議を行い、利用者の食べたいメニ

ューを献立に取り入れました。
· 生活習慣病予防の必要な利用者に対しては、減塩食や低カロリー食を提供

しました。

· 利用者の状況について、家庭や担当支援員と連携し、一人ひとりに合った

形態で食事を提供しました。

          ・毎月１回、かわせみの家のパンを使用し、利用者に喜んで頂きました。
11．地域活動

　　　　○かわせみの家主催行事
　　　　　・かわせみの家　収穫祭

○高小学校との交流

　　・七夕交流会　・ふれあいまつり　・学習発表会　
○地域の行事に参加（高地区自治振興センター主催）
　　・男性料理教室　・高地区ふるさと祭
　　　　○市内各地域でのイベントに参加

　　　　　　・比和やまびこ祭、西城しあわせ館まつり、三良坂健康福祉まつりなど
　　　　○他施設等との交流

　　　　　　・庄原さくら学園祭など
　　　　○地域の清掃
　　　　　　・高自治振興センターの清掃
12．年間行事と余暇活動
①　年間行事
	　４月２１日
	しあわせ館まつり（西城　しあわせ館）

	４月２５日
	春のピクニック（備北丘陵公園）

	　　５月２６日
	健康福祉まつり（庄原市保健センター）

	　　６月　７日
	松江フォーゲルパーク

	　　６月２３日
	男女共同参画笑腹フェスタ（ふれあいセンター）

	７月　５日
	高小学校　七夕集会　（高小学校）

	７月9～12日
	ボーリング大会（伍楽荘）

	９月２９日
	三良坂ふれあい健康福祉まつり（みらさか福祉センター）

	１０月　９日
	比和やまびこ祭（比和総合運動公園）

	１０月１３日
	備北地区労チャリティー大会（庄原小学校）

	１０月２０日
	西城ふるさと祭（西城球技場）

	１０月２２日
	高小学校　ふれあいまつり（高小学校）

	１１月　２日
	技能祭（三次高等技術専門校）

	１１月　３日
	高地区ふるさと祭（高小学校）

	１１月　９日
	かわせみの家　収穫祭

	１１月２３日
	学園祭（庄原さくら学園）

	１２月　１日
	歳末たすけあい芸能大会（ウイル西城）

	１１月１７日
	社協のつどい（ふれあいセンター）

	１１月２９日
	高小学校学習発表会（高小学校）

	１２月１７日
	高自治振興センター大掃除（高自治振興センター）

	１２月２３日
	クリスマス会（かわせみの家）

	１月 6～7日
	初詣（出雲大社三良坂分院）

	２月  　２日
	節分祭（かわせみの家）

	
	

	
	


　　　　

2 　余暇活動について

・毎月誕生日会を行い、親睦を深めました。
　　　　・地域の行事などの発表の場があるときは、練習や準備を行いました。

・作業がない時は、カラオケ、散歩、ドライブなどでリフレッシュしました。

・施設周りの草取りや公用車の洗車を行いました。
13．その他

①　機関紙等
・かわせみ通信

・給食だより　毎月１回
・予定表（毎月1回）
②　見学・実習の受入

· 庄原特別支援学校就業体験
· 広島県社会福祉協議会介護等体験

· 保護者、その他

③　職員研修

職員の資質を高めるため、次のとおり外部研修に参加しました。
· 障害者支援・福祉関係専門研修　・・・　３４人・回
· パン菓子類製造等関係　・・・・・・・・　２人・回

· 給食・健康衛生　　・・・・・・・・・・　３人・回

· その他一般研修　　・・・・・・・・・・　３人・回
④　施設管理
(1)防災

・年２回消防設備点検を実施しました。

　・年２回防災訓練(避難訓練)を実施しました。

(2)車両

毎週月曜日　ブレーキランプ、ウインカー、ヘッドランプの点検を行いま
した。
また、オイル、タイヤの交換を中心として定期点検を行い、車両が安全に運
行できるように維持管理を行いました。

　(3)清掃

　　　利用者・職員の担当者を決め各部屋とも、毎日行いました。

　　　特にパン・お菓子製造関係・調理室については、異物混入の防止もあり、
　　　丁寧に行いました。
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